
「三木をまもる
　　　～未来への責任～」

「三木をまもる」5つの取組
1 子どもたちをまもる
・吉川地域における施設一体型小中一貫校の設置

　・ 金物、農業、ゴルフおよび乗馬などの市の地
域資源を活かした体験教育の推進

　・中学校の体育館に空調設備を整備
　・不登校児童生徒への支援の充実
　・ 「こども食堂」への支援および「寺子屋みき」
の継続実施

2 市民の安全安心をまもる
　・「交通安全対策3か年重点プロジェクト」の実施
　・ 防犯カメラの設置や更新の推進
　・ 「みっきぃ☆シニア健康サポート事業」の市内

全域への展開

3 地域の活力をまもる
・ 青山7丁目における団地再生事業の推進

　・ 公民連携（県・市・民間）による「ひょうご情報
公園都市」の整備

　・ デマンド型交通「チョイソコみき」の運行地区
の拡充

　・ 若者や女性が働きやすい職場環境整備への支援
・市街化調整区域の土地利用基本計画の見直し

4 まちのブランド力をまもる
　・ 2025大阪・関西万博や国内外における「三木
金物」のPRを通じたブランド力の向上

　・ 酒米「山田錦」のブランド力の向上とともに、
地域おこし協力隊などと連携した農業の担い
手不足への対応や農村の活性化
・ 「春高・春中ゴルフ」などの開催を通じたジュ
ニアゴルファーの育成による「ゴルフのまち
三木」のブランド力の向上

　・防災庁の誘致活動の継続実施
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。

　　　　仲田市政3期目がスタート

　　　～未来への責任～」

6月29日に行われた三木市長選挙の結果、仲田一彦市長が再選。
7月2日から仲田市政3期目が始動しました。

5 三木の未来をまもる
　・ 財政健全化・公共施設再配置に関する取組の
推進

　・中央公民館等複合施設整備の推進

「生きる力」を育む
三木の就学前教育・保育

問 (市)教育・保育課 (市)教育・保育課 
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